
 

 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※１１月の「介護者のつどい」の折に参加者皆でこの曲を鑑賞しました。詳しくは次ページをご覧ください。 
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手紙 
～親愛なる子供たちへ～ 
原作詞：不詳 / 日本語訳詞：角 智織 / 作曲：樋口了一
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 前ページの曲、聴かれたことはありますか？ １年ほど前からテレビやラジオでも流 

れていますよね。去る１１/２８（土）の当地区社協主催の「介護者のつどい」の折、 

参加者皆でこの曲を鑑賞しました。とてもあたたかみのある歌声と心に染み入る歌詞に 

惹きつけられ、大いに感動したひとときでした。 

 「ああそうなんだ。介護は子育ての時と同じなんだ。」「始まりか終わりかの違いがあ 

るだけで、どちらも人生への付き添いなんだ 

ね。」「本当にその通りだね。この心、介護を 

するしないに関わらず、若い世代を含め周り 

のみんなにもぜひ伝えていきたいね。」 

・・・聴かれたみなさんからの言葉です。  

 この「手紙」の歌詞を読んで、あなたは何 
を感じられたでしょうか？ 
 記憶には残っていないけれど、自分の人生 

の始まりにあふれんばかりの愛情でしっかり 

と付き添ってくれた「子育て」へのお返し 
が、尊厳ある人生の終わりに感謝の心を込めて付き添う「介護」と言えるのでしょう 
ね。改めて気付かされたように思います。 
 
 
 
  
  上記でもご紹介した「介護者のつどい」。毎回参加された方々が「生の声」を出し 
 合い、互いに耳を傾け、心に寄り添い、対応策を考え合ったりしています。一人で 

 がんばりすぎないでください。途中からの入退室もＯＫです。ぜひご参加ください。  

「子育て」    と「介護」 
それは、人生の始まりと終わりへの共通した付き添い・・・

 

と き   ２月２７日（土）ＰＭ１：３０～４：００ 

  ところ   桜井福祉センター 多目的室１（３階） 

  内 容   血圧測定・情報交換・介護相談など 

  協 力   おしゃべりサロン会員・看護師・在宅介護支援センター小川の里 

  問い合わせ   桜井地区社協 ＴＥＬ９９－７３６５  



 
 
 
 
 

桜井地区では、各町内福祉委員会単位で様々なサロン（集いの場）が設けられていま

す。町民誰もが気軽に集える機会をできるだけ定期的に持つことは、町民同士のつなが

りを深めるチャンスと言えます。つながりがしっかりしていれば信頼関係も生まれ、町

民同士で互いに相談し合ったり支え合ったりできる力も生まれて来ることでしょう。 

昨年度から今年度にかけて新たなサロンが誕生しましたのでご紹介いたします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※あなたは、町内のサロンに参加してみえますか？ このように、身近な場で定期的に集うこと 

で、まず町内のみなさんのことを知り、自分のことを知ってもらうことから始めてみませんか？ 

サロンの様子(高棚町) 

 
 
城向福祉委員会では、昨年度より老 

人クラブ会員を中心に町民に呼びかけ、

町内のふれあいとやすらぎの場として 

のサロンの定期開催（毎月第２土曜日午前 

を原則/城向公民館にて）が始まっています。 

このサロンでは、当日の早朝に奉仕 

活動として町内の神社・公園の清掃を 

みなさんで行い、その後に公民館に集 

うという流れになっています。お陰で 

とても気持ちの良い環境が保たれてい 

ます。体を動かして町内をきれいにし、

更にみんなで集って顔を合わせおしゃ 

べりすることで 

元気をあげたり 

もらったり。一 

石二鳥の取り組 

みですね。 

 
 
  東町福祉委員会では、昨年度からの 

 話し合いのもと、子どもから高齢者ま 

 で町民誰もが気軽に集えるサロンの定 

 期開催（毎月最終日曜日終日を原則/東町公民館 

にて）に、今年度より踏み出しました。 

  おしゃべり・小物づくり・頭の体操 

・ 囲碁将棋・卓球など、参加者は和気 

あいあいと楽しいひとときを過ごして 

みえます。特に子どもの参加が多い日 

には、賑やかさ倍増！ 更に、福祉委 

員会としては、徐々にこの場が町民に 

とっての困りごとも気軽に言える場に  

なってくれる 

            ことをも目指 

してみえるそ 

うです。 

                   

城向ふれあい定例会 東町公民館開放 



 

 
 
 大災害が発生した時、家族はもちろん近隣の方々の安否は何より心配です。町民がお

互いに協力し合い、漏れのない確認を迅速にする練習を平常時から取り入れておくこと

は、とても大切なことと言えるでしょう。 

 この「安否確認」に視点を置き、防災訓練をされる町内会が見られ始めました。その

一部をご紹介いたします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
去る９/２０（日）午前８時、「震度６弱の地震発生 

」という想定で防災訓練が実施されました。本部は下 

谷公民館前に設置。地震発生合図の数分後、本部に順 

次「○○さんは大丈夫でした。」との町内の地域支援 

者からの報告の声が届きました。 

今回の訓練は、市が行っている災害時要援護者支援 

制度に登録してみえる災害時要援護者２７名と地域支援者３９名に、事前に訓練の趣 

旨と協力依頼の手紙を発送。そして、訓練当日は実際に地域支援者が要援護者の安否 

確認をして報告するという形で、お互いに気にかけ合える機会づくり・確認の場とさ 

れました。制度を実際に活用された取り組みであり、この制度がきちんと機能するよ 

う一歩近づけたのではないでしょうか。 

 
                     
                     去る９/５（土）午前１０時、小川町で大地震発 

生を想定して、「町民の安否確認」と「各集落から 

本部への連携」に視点を置いた防災訓練を実施。 

１１集落中、今回の実践は５集落に限定し、他の 

６集落は、５集落の訓練に同行し研修するという形 

での実施となりました。 

まず集落ごとに「組別安否確認シート」を用意。 

 そして、災害発生の合図後そのシートに基づいて、各組長が一軒一軒を回って子ども 

から高齢者まで全集落住民の安否確認をし、各公民館前に設置された集落本部に報告 

する形式で実践されました。特に独居高齢者の方々など災害時要援護者に対しては、 

注意を払って確認がされるようになっていました。 

 全集落住民の安否確認後、町内会事務所前の本部に報告。どれだけ正確にどれだけ 

時間を要したかが問われます。そして、この報告情報を基に次への迅速な対応へとつ 

なげるとのことです。この流れをしっかり訓練し、町民の命を守る力を町民の手で強 

化していくことを第一に考えているそうです。 

桜井北町内会 

小川町内会 


